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哺乳類のアミノ酸輸送システムは、基質となるアミノ酸分子の多様性を反映して多種類のトランスポーターか

ら構成され、その輸送基質選択性と Na+依存性により種々の輸送系に分類されています。  
輸送系 b0,+関連因子(related to b0,+ amino acid transporter: rBAT)は、分子量 85 kDa の 1 回膜貫通型の膜蛋

白で、それ自身はトランスポーターではなく、シスチン、塩基性及び中性アミノ酸を輸送するトランスポーターの

b0,+型アミノ酸トランスポーター１(b0,+-type amino acid transporter 1: BAT1)とヘテロ２量体を形成することで機能

を発揮するアミノ酸輸送活性化因子です。ｒBAT は、腎尿細管上皮や小腸上皮などの極性細胞の管腔側膜に

存在し、BAT1 を管腔側膜へ移送する働きをすると考えられています。 
本抗体は、免疫組織染色、イムノブロッティングに有用であることが確認されています。 

 

 

 
 

研究用試薬

抗ラット 輸送系 b0,+関連因子（rBAT）ポリクローナル抗体 

 

容量 25µg（250µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.1mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 ラット rBAT の C 末側ペプチドで免疫して得られたウサギの抗血清より、ペプチドアフィ
ニティーカラムにて精製。 

使用濃度  免疫染色: 0.1～0.5µg/mL 
イムノブロッティング：0.01～0.1µg/mL 

HGNC 名（※） SLC3A1（Solute Carrier superfamily 3A1） ※HGNC:Human Gene Nomenclature Committee

 

 

ラット腎臓  （凍結切片） 

尿細管管腔側に陽性所見を示す 
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